
① カレンダー
1日の時間イメージ
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② 勤務区分＝通常勤務
(日付の区分時間＝00:00)
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④ 勤務区分＝夜勤
(日付の区分時間＝18:00)
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勤務区分設定例 １日の定義
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② 勤務区分設定例

① 日付の区分時間が必要です
日付の区分時間＝00:00
この例では00:00～0:00までを１日とみなします

日付の区分時間＝0０:00なら
０:００～翌日の０：００までを1日とみなします

次に、横棒を引き、時間を書いてみてください
以下はその例です

この24時間をどのように割り振るかが細かい設定になります

② 勤務時間を ０９：００～１８：００ と設定します
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UBIXS
勤怠管理上の一日

③ 普通残量時間を １８：００～２２：００ と設定します

④ 深夜残量時間を ２２：００～００：００ と設定します

⑤ ここからが重要です。
休憩時間を ００：００～０９：００

１２：００～１３：００ と設定します。
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出来上がった勤務区分は、色が付いている時間帯は勤務時間に加算されますが
色が付いていない時間帯（休憩時間）は勤務時間に加算されません。
例えば、朝８：００に出勤しても８：００～９：００は勤務時間には加算されません



④ 勤務区分設定例

① 日付の区分時間が必要です
日付の区分時間＝18:00
この例では18:00～18:00までを１日とみなします

日付の区分時間＝18:00なら
18:00～翌日の18:00までを1日とみなします

次に、横棒を引き、時間を書いてみてください
以下はその例です

この24時間をどのように割り振るかが細かい設定になります

② 勤務時間を ２１：００～ ０６：００ と設定します
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UBIXS
勤怠管理上の一日

③ 普通残量時間を ０６：００～ ０８：００ と設定します

④ 深夜残量時間の設定は今回の例ではありません

⑤ ここからが重要です。
休憩時間を １８：００～２１：００

０１：００～０２：００
０８：００～１８：００ と設定します。

18    19   20    21   22    23    0    1      2      3      4     5      6      7      8      9     10   11   12    13    14 15   16    17   18  

18    19   20    21   22    23    0    1      2      3      4     5      6      7      8      9     10   11   12    13    14 15   16    17   18  

出来上がった勤務区分は、色が付いている時間帯は勤務時間に加算されますが
色が付いていない時間帯（休憩時間）は勤務時間に加算されません。
例えば、２０：００に出勤しても２０：００～２１：００は勤務時間には加算されません

★☆★勤務区分（シフト）設定の注意事項
今回の例では１日の時間帯は１８：００～１８：００です
時間は連続しているという理由で、
休憩時間を８：００～２１：００と日をまたがる設定をすると
UBIXSは正しく時間計算ができません
時間の設定は、１日の時間帯を超えない設定にしてください


